
 真夏の時候を迎えました。昨夏と同様、大変な暑さが予想されています。高齢者のみ 

ならず元気な方も水分補給は大切です。 
 さて、今回は「高齢者の抱える生活課題と対応」というテーマの「死の迎え方」について 
お便りします。家族に迷惑をかけないということが最近よく言われていますが、キチントした 
手続きや意思の表明が大切です。全てとは言いませんが、下記の内容は是非参考にして 
いただきたいものです。次回は「成年後見人」をテーマに連載いたします。 
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①生前に本人の意思を尊重することが大切 
 

・葬儀の出し方 
  残る家族のことを考えて、家族葬だけとか密葬があるが、死後のことを考えには、周りの 
  人への気配りが大切。 特にシングル(単身)の方 
・医療機関による告知と蘇生処置 
  終末期医療によるインフォームドコンセント(説明と同意) 
・献体と臓器移植 
  あらかじめ本人の意思を確認 
 

参考:NPO法人 遺言相続サポートセンター 

②生前三点契約書 

③エンデイングノート 
万一の場合や自分の意思を
伝えられなくなったときのた
めに書き残すもので、家族な
どに下記のような希望を書き
残しておくものです。 

 

 


